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総
務
委
員
会

活

動

報

告

　
調
査
テ
ー
マ
　

「
新
し
い
広
聴
の
あ
り
方
」

　
現
在
、
半
田
市
で
は
第
６
次
総

合
計
画
『
次
代
へ
つ
な
ぐ
市
民

協
働
都
市
・
は
ん
だ
』
を
掲
げ
、

「
ま
ち
」
を
構
成
す
る
全
て
の

「
人
」
に
よ
る
、
参
画
と
連
携
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
市
は
総
合
計
画
を
始
め
と
し
た

各
種
計
画
の
策
定
や
見
直
し
に
も
、

幅
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴
き
、

意
見
の
反
映
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
市
議
会
と
し
て
は
、
市
民
の

関
心
が
高
く
、
市
民
生
活
に
影
響

が
大
き
い
施
策
や
事
業
の
立
案
段

階
で
は
十
分
な
市
民
参
加
が
得
ら

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
半
田
市
が
今
以
上
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
愛
着
と
誇
り
を
持
た

れ
、
協
働
の
ま
ち
「
半
田
」
が
次

代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
た
め
に

は
、
計
画
を
形
づ
く
る
段
階
か
ら

幅
広
い
市
民
参
加
を
得
て
、
市
民

の
意
思
や
意
見
が
施
策
、
そ
し
て

市
政
に
反
映
さ
れ
、
そ
れ
を
市
民

が
実
感
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
新
し
い
広
聴
の
あ
り

方
と
、
そ
の
有
効
な
手
法
に
つ
い

て
調
査
、
研
究
す
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
す
。

　
現
在
の
半
田
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
全
国
的
に
も
広
聴
活
動
に
お

い
て
市
民
討
議
会
や
市
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
な
ど
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
い
、
効
果
を
あ
げ
て
い

る
、
東
京
都
三
鷹
市
、
神
奈
川
県

茅
ケ
崎
市
、
埼
玉
県
朝
霞
市
、
岐

阜
県
多
治
見
市
を
視
察
す
る
な
ど

の
調
査
研
究
を
行
っ
た
結
果
、
委

員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

・
討
議
会
な
ど
へ
の
参
加
依
頼
を

行
う
各
年
代
別
の
無
作
為
抽
出

数
を
茅
ケ
崎
市
の
よ
う
に
最
終

的
な
参
加
人
数
を
想
定
し
て
行

う
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。

・
中
立
性
を
保
つ
た
め
に
青
年
会

議
所
、
大
学
な
ど
事
業
を
主
導

す
る
会
議
体
や
人
材
「
担
い

手
」
の
発
掘
が
重
要
で
あ
る
。

・
討
議
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
対

す
る
市
の
対
応
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
市
民
の
満
足
度
が
高

ま
り
、
参
加
意
欲
も
高
ま
る
。

・
討
議
の
テ
ー
マ
は
、
例
え
ば
庁

舎
の
建
て
替
え
な
ど
、
市
民
生

活
に
深
く
関
わ
る
も
の
が
相
応

し
い
。

・
若
い
世
代
の
参
加
が
少
な
い
た

め
、
そ
の
世
代
の
参
画
を
促
す

た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
使
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

・
現
在
半
田
市
が
行
っ
て
い
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
と

同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

・
登
録
者
へ
の
調
査
票
送
付
の
た

め
回
収
率
が
高
く
年
代
構
成
を

う
ま
く
整
え
ら
れ
れ
ば
効
率
的

な
運
用
で
あ
る
。

・
日
程
や
拘
束
時
間
等
の
問
題
で

話
し
合
い
に
参
加
で
き
な
い
市

民
に
対
し
て
モ
ニ
タ
ー
登
録
に

よ
る
意
見
聴
取
は
有
効
な
手
法

で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
で
の
議
論
を

経
て
、
市
へ
行
っ
た
提
言
は
次

の
次
の
通
り
で
す
。

１
．
市
民
の
関
心
が
特
に
高
く
な

る
と
思
わ
れ
る
、
又
は
、
市
民

生
活
に
極
め
て
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
見
込
ま
れ
る
施
策
に
お

い
て
は
、
施
策
を
構
想
す
る
段

階
か
ら
市
民
の
声
を
積
極
的
に

聴
く
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
半

田
市
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
構

築
し
て
い
く
に
際
し
、
既
存
の

広
聴
手
法
に
加
え
て
、
広
く
市

民
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
画

も
推
進
で
き
る
市
民
討
議
会
を

行
う
こ
と
。

２
．
施
策
を
構
想
す
る
場
合
、
必

要
に
応
じ
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
複
数
の
手
段
を
講
じ
る
こ

と
。

以
下
は
提
言
に
か
か
る
留
意
点
に

つ
い
て
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
市
民
討
議
会
で
は

・
参
加
者
の
選
出
は
、
最
終
的
な

　
参
加
者
の
構
成
が
市
の
人
口
年

代
構
成
を
同
じ
く
し
た
「
ミ
ニ

半
田
市
」
と
な
る
な
ど
年
代
別

の
抽
出
数
を
工
夫
し
た
無
作
為

抽
出
と
す
る
こ
と
。

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
そ
の
選
出
に
あ

た
っ
て
は
、
行
政
主
導
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
商
工
会
議
所
・
青
年

会
議
所
等
の
各
種
団
体
や
、
大

学
、
市
民
討
議
会
経
験
者
等
、

民
間
の
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
協

力
を
お
願
い
し
、
公
正
中
立
を

保
つ
こ
と
。

・
議
論
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
、
市

は
参
加
者
に
対
し
て
、
事
前
に

施
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
十

分
説
明
し
、
積
極
的
な
討
議
に

よ
り
意
見
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

・
市
は
討
議
会
の
市
民
意
見
を
尊

重
す
る
こ
と
。

・
市
民
意
見
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
に
載
せ
る
な
ど
し
、
意
見

へ
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

○
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

・
意
見
聴
取
が
困
難
な
若
い
世

代
や
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
、

抽
出
数
の
工
夫
な
ど
既
存
の
手

法
を
見
直
し
、
改
善
を
図
る
こ

と
。

　　
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
か
ら
置
き

去
り
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
主
体

的
・
積
極
的
に
参
画
で
き
る
半
田

市
で
あ
る
よ
う
、
市
議
会
総
務
委

員
会
か
ら
半
田
市
に
対
し
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

【
市
民
討
議
会
と
は
】

　
無
作
為
で
選
ば
れ
た
市
民
が
、

必
要
な
情
報
提
供
を
受
け
て
地
域

問
題
な
ど
の
政
策
課
題
を
討
議
し

意
見
を
集
約
し
て
合
意
形
成
を
目

指
す
市
民
参
画
の
シ
ス
テ
ム
。

　
ド
イ
ツ
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

「
プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
」
と

い
う
手
法
を
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
も
の
で
す
。


